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議題 小樽市立地適正化計画の策定について 序 計画策定に当たって（他都市参考事例）

立地適正化計画の作成状況（出典：国土交通省ホームページ）

●令和３年４月１日現在、具体的な取組を行っている都市は、本市を含め全国で５８１都市

●このうち、策定済みの都市は全国で３８３都市（オレンジ色）、道内では札幌市や室蘭市など２１都市が同計画を

策定・公表し、計画に基づく施策を進めている。

◆「立地適正化計画」の作成状況

次ページで
「広島県呉市」の事例

をご紹介

北海道内（38市町）
β本市は、現在作成中の

ため「白」表示
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について 序 計画策定に当たって（他都市参考事例）

立地適正化計画ってなんだろう？（出典：呉市ホームページ）
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について 序 計画策定に当たって（他都市参考事例）

立地適正化計画ってなんだろう？（出典：呉市ホームページ）
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について Ⅰ 小樽の市街地形成のあゆみ

資料４ 「小樽の鉄道の移り変わり」

・本資料は、小樽市総合博物館が作成し、同館においてプロジェクションマッピングで公開しているものを
加工しています。

・同館へご来場の際は、是非ご覧ください。
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について Ⅱ 計画の概要等
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について Ⅱ 計画の概要等

●本市の総人口は、1922（大正11）年の市制施行以降、高島町など３町村との合併を経て増加

●1960（昭和35）年の約20万人をピークとして減少に転じ、2020（令和2）年には約11万1千人（速報値）まで減少

現在は、町村合併前の第１回国勢調査時点（100年前）の人口とほぼ同規模

●国立社会保障・人口問題研究所の推計では、20年後には約6万9千人、４５年後には約３万２千人にまで減少

ピーク時の人口の約１／６（約１６%）になるものと予測されている。

また、人口減少が進むと同時に、高齢化も進むことが予想されている。

高齢化率※

54％

２０年後の将来

４５年後の将来

現 在

１ 立地適正化計画策定の必要性

◆総人口と高齢化の推移等から見る小樽市の現状と将来（市全体・マクロ的）

ピーク時の
１／６

※ 総人口に占める６５歳以上の割合
1920年及び1940年については、年齢別人口未調査のため高齢化率なし。
2020年、2040年及び2065年の高齢化率は推計値
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について Ⅱ 計画の概要等
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塩谷村

赤岩山山中海岸

高島町役場（当時）

祝津小学校

高島小学校

高島町
小樽市指定歴史的建造物

旧高島町役場庁舎（昭和10年築）

日和山灯台

小樽市
【参考】昭和１４年当時の人口 8,516人（1,616世帯）
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小樽市

朝里村

【参考】昭和１４年当時の人口 5,280人（1,084世帯）

͓ Ⱳχ ΥṜ∏ήϦθ ˢ › ˣ

高島町

札幌市
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塩谷村役場（当時）

ＪＲ塩谷駅（現在）

ＪＲ蘭島駅（現在）

長橋中学校

小樽市

余市町

͎͕ Ⱳχת ˢ › ˣ

【参考】昭和３３年当時の人口 8,178人（1,575世帯）

※現在の塩谷児童センター付近

塩谷村


